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自転車利用が多いのはオランダ、中国、

日本の順
パ リに本社を構える世界的なマーケティン

グ・リサーチ会社であるイプソス (IpSOS)社

は、2022年 に世界 28カ 国、2万人 (各国 1,000

又は 500人 )を対象とした自転車に関するイン

ターネット調査を実施 している。この調査には、

2キ ロ以内程度の自宅近 くの移動に最もよく利

用する交通手段は何かを聞いた設間があり、そ

の結果を図 1に示した。

交通手段のうち自転車と徒歩は基本的に人力

エネルギーを用いている点で、化石燃料等に依

存するその他の手段とは異なる。図の国の並び

はこの自転車と徒歩の合計の多い順とした。

最も自転車・徒歩の多い国はオランダであ

り、この 2つ の手段で 71%を 占めている。オ

ランダに次いでいるのは、英 LIl、 スペイン、ス

ウェーデンの順であり、ヨーロッパの特定国で

は人力移動にこだわっているように見える。日

本は 56%で 11位 となっている。

逆に自転草・徒歩が最も少ない国はマレーシ
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アの 21%であ り、サウジアラビア、米国、チ

リがこれに次しま,い る。

概 して、ヨーロッパ先進国で人力依存が高 く、

米国などの旧英領植民地や途上国で反対に化石

燃料依存が高い傾向となっている。ただし、 ト
ルコと中国は途 上国的性格を残しているにもか

かわらず、むしろ、人力依存が高い。

主要先進国の中では、同じ英語圏の英国と米

国が正反対の位置に属 している点が目立ってい

る。日本はフランス、イタリア、 ドイツと並ん

で中位の位置を占めている。

個別の交通手段についてのランキング整理表

を表 1に掲げた。

白転車比率の高いのは、オランダ、中国、日

本の順であ り、特にオランダの 45%が 目立っ

ている。オランダの場合は、低地が多く、アッ

プダウンが少ないというのも自転車利用がさか

んな要因であろう。

人力依存が高いオランダ、英国、スペインの

うち、後 2者の自転車比率は 6%と 不思議なほ

ど低 く、ほとんどが徒歩依存である。自転車か
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図 1 主要国における近距離移動の交通手段
注) 16～ 74歳 (た だ しノルウェーは 16～ 99歳、 カナタ、マ レーシア、南アフリカ、
の調査結果。国の並びは、人力 (自 転車 +徒歩)の大 きい順c値 は 2%以上 を表示。
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表 1 近距離移動の交通手段ランキング
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徒歩かについては文化的、趣味的な側面が大き

いのかもしれない。

公共交通機関の割合が高い国は、ペルー、ア

ルゼンチン、チリである。チリに次いでメキシ

コ、韓国と続いており、ラテンアメリカや韓国

で高 くなっている。基本的に庶民レベルで路線

バス利用がさかんなためと考えられる。鉄道、

地 下鉄など軌道系の公共交通機関は近距離利用

ではシェアを稼げないようだ。

ご近所でのマイカー利用の割合が高い上位 3

位は米国、カナダ、マレーシアである。日本も

5位、33%と かなり高い方である。

バイク利用ではマレーシアの 24%、 インドの

19%が突出している。バイク好きというのも文

化的、趣味的な側面が大きいように見られる。

)3

歩かないクルマ社会の米国に近づく日本
自宅周辺の移動 (近距離移動)のデータは貴

重なのでイプソス社のデータを取 り上げたが、

時系列変化が分からないのが物足りない。

内閣府では、60歳 以上の高齢者を対象に 5

年ごとに国際比較調査を行っており、その結果

から、普段、外出の際に何を利用しているかの

推移を見てみよう (図 2)。 高齢者が対象なの

で近距離移動が多いと考えてもよかろう。

何といっても日立っているのは、米国であり、

マイカー (自分で運転する自動車)で外出する

者が 2020年 に87.0%と 9割近くを占めている

一方で、電車やバスによる移動が 1割以下とい

う典型的なクルマ社会であるc徒歩による外出

も4割 と少ない。しかもマイカー外出の割合は

高齢者は、ふだん、外出する時に何を利用するか (複数回答 )

―
自分で運転する自動車  ――○――家族などの運転する自動車 ―――― バス・路面電車

`■  徒歩          ―→←一 自転車
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図 2 日本や各国で増カロする高齢ドライバー
各国 60歳以上の男女が対象 (施設入所者を除く)。 スウェーデンは2005年 は調査なし。
内閣府「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査J
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この 20年間に大きく上昇している。

米国ほどではないが、米国社会に近づいてい

るのが日本である。若い頃からクルマに乗 りな

れていた高齢者が増えたため、マイカー外出の

高齢者が 54.9%と 半数を超えるに至っている。

これには、米国同様、郊外型の商業施設や医療

施設が増加 した影響もあろう。

2019年 4月 に池袋で発生 した暴走事故をは

じめ、高齢 ドライバーによる深刻な死傷事故が

相次いでいることで、高齢者、特に 75歳以上

の後期高齢者のクルマの運転の是非が社会問題

化 している背景には、こうした高齢 ドライバー

の増加があることはいうまでもなかろう。

なお、徒歩や自転車といった人カエネルギー

の交通手段を高齢者が利用 している割合は、 ド

イツやスウェーデンでは、徒歩では 6～ 7割、

自転車は 3割台と高 くなっているのに対 して米

国では徒歩は 4割、自転車は 1割 と低い。日本

はその中間となっている。

目指すべき歩車共存のヨーロッパ社会

ドイツやスウェーデンでは日本以上にマイ

カー外出が多く、また増えているにもかかわら

ず、徒歩外出や自転車利用についても日本より

ずっと多い。しかもこうした人力利用の交通手

段の利用割合は近年どちらかというと上昇、あ

るいは回復の傾向である。米国でも低い水準と

は言え、徒歩や自転車の利用率は 2020年 には

上昇している。

これは健康のために努めて歩 こうとする元

気な高齢者が各国で増えているためだと考え

ら才tる 。

ところが日本の場合、徒歩外出はほぼ横ばい

であり、歩かないままの状況が続いている。自

転車利用も同様である。これは日本でも元気な

高齢者は各国同様に増えているが、生活環境が

クルマ社会化 しすぎているため、歩いたり自転

車で行けるところに買い物場所や医療機関が少

なくなったからなのではなかろうか。

ョーロッパでは電車・地下鉄が利用可能な大

都市で生活する住民の割合が日本ほど多 くな

く、レジャーなどではクルマを利用するとして

も、買い物や診療は歩いて用を足せる中小都市

ならではの歩車共存の居住環境で暮らす者が多

いためだと考えられる。米国もその方向を目指

しているのではなかろうか。

高齢化社会のテーマは健康とコミュニティで

あることを踏まえると、今後、日本もヨーロッ

パ型の歩車共存の地域づ くりを強めるべきだと

思うがどうであろう。
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